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恋敵は妻マルタの亡夫だった
ローベルト・ムージル（一八八〇─一九四二）の未完の長編『特性のない男』の第二巻で主人公ウルリヒは、父親
の葬儀の準備のために久しぶりに会った、双子の妹アガーテと対話する。このアガーテは最初の夫と死別したあと「優等生タイプの」ハーガウアーと再婚したのだが、いまはこの男のもとには「金輪際帰るまいと決心した」という。
「きみがなぜそんな男と暮らせたのか、ぼくにはおよそ理解できなかったね」とウルリヒはわざとあけすけに応じた。 （…）「それでは、きみにはハーガウアーと結婚する特別な理由があったというわけだ
!?」
「ええ」「きみは別の男を愛していたけれど、ゲットできなかった？」アガーテはもじも した。 「わたしは死んだ夫を愛していました」
二四
ウルリヒは「しまった」と思った。 「愛」という言葉をありふれた意味で使ってしまった。まるでおれが、愛とはこういうもの、とレッテルを貼る社会制度をびくともしない重要なものとみなし いるみ いに。 （
M
683 ）
それではレッテルを貼られていない愛とは、どのようなものなのか。アガーテのモデルはムージルの妻、マルタ（旧姓ハイマン、そ 後アレクサンダー、さらにマルコヴァルディ、そ
して最後にムージル）と言われており、筆者もそう思っている。このマルタが二一歳のときに夫のフリッツ・アレキサンダー（画家、一八七〇─一八九五）と死別している。新婚旅行で訪れたヴェネツィアで不用意に食べた牡蠣が原因で、フリッツがチフスに感染したからだ。フリッツ・アレクサンダーは血尿を出し、断末魔 苦しみを味わうことになった。小説『特性のない男』ではアガーテの経験と 以下のように記されている。
それは、まるで知らなかった生の領域から突如として襲いかか てきた恐怖の嵐だった。ふたりはお互いにしがみつきながら、抗い、炎のように揺らめいて 吹き消されかけた。それまで親しんでいた世界は滅び、嘔吐と糞便と怖れに替わった。アガーテは、自分の感情を殲滅してしまうこの出来事をけっして認めようとはしなかった。 （…）衰弱が嵩じて夫の意識が失われたとき、彼女は異国のホテルの見知らぬ部屋でこんなこ が起きるわけがないと思い、表情をなくした夫の顔をじっと見つめ、危険など顧みずに死んでいく夫を腕に抱 て、聴覚を失っていく夫の耳に《だめよ だめよ だめ 》と何時間も呟きつづけた。看護士が感染を気遣 て憤慨し けれども、そん 現実は無視した。だが万事が終ったとき、彼女は呆然として立ちあがった。そしてこの茫然自失
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
二五
の瞬間以降、心のなかでこの出来事を、変更不可能な最終的なものではないかのように扱うようになった。これといった考えがあったわけ はない。天涯孤独な女性の際限なく夢見る性癖とわがままがそうさせたのである（M
 756f. 傍線は筆者）
引用文傍線部「変更不可能な最終的なものではないかのように」は原文では
” ..., w
ie w
enn es nicht endgültig
w
äre“
となっている。関口存男は『接続法の詳細』のなかで、
als ob
と比較して
w
ie w
enn
は（二つの筋路が可能だが
後者は）
w
ann 、 「云々する時」という「時」だと考えることができる、と述べている。それにしたがって読み直す
と、 「それが変更不可能な最終的なものでないとしたら、その時のごとくに」とな
る
）（
（
。つまり小説中のアガーテは一
九歳の時から「夫が死んだと決まってはいないかのように」振る舞いはじめたことになる。これもまた「可能性感覚」の一つと見なすことができるだろう。可能性感覚とは「現にあるものと同じよう 現実に存在できるかもしれないすべてを考える能力、そして現にあるものを現に も りも重大に考えない能力」 （
M
16 ）と規定されるのだ
から
）（
（
。他方モデルのマルタの方は、二一歳で夫のフリッツと死に別れ あと、やはり奇妙なかたちで夫 死を受け容
れな ったようである。
たとえば「マルタ・アレクサンダー」と印刷された一枚の名刺が残っている。その裏面には、切手ほどの大きさの
写真が二枚貼りつけてある。マルタはこの名刺のほかフリッツの遺品を二度の結婚や亡命を経てローマで息を引き取るまで五五年間守 続 た。あるいは こんなエピソードがある。一九〇八年の一一月、交際中 ムージルはベルリンのマルティン・ルター通りのマルタの住居を連日のように訪問していた。
二六
はじめて一緒に過ごした一一月六日［ムージルの誕生日］のことは、はっきりと憶えています。でも、そのときは夜も更けて、もう七日になっていました。わたしの全身が不意にひんやりと冷たくなり
─
そ
のことを彼に言い、その理由も話 ました
）（
（
」 。 （
M
M
B
153 ）
厄介なことに一一月六日はムージルの誕生日で、翌七日がフリッツ・ア
レクサンダーの命日なのである。いささか怪談じみるが、このときマルタは「接近とひんやりする感覚」をもったという。 （
K
C
350 ）ムージルは、
もう殺すこともできない恋敵をつねに ていたことになる。フリッツ・アレクサンダーが永遠の夫であ ら、マルタとの関係は不倫に等しいものだった、地上の法によって裁かれ ことはないにしても。
一九一五年六月九日ムージルはパル・デル・フェルジナでマ タに再会
したあと、日記に「再合一（
W
iedervereinigung ） 」と、復活により取り戻
される若さについてメモしており、これらは短編『グリージャ』の素材となる。だが翌日、 ぎのように書きとめている。
六月一〇日。思いつき。彼岸では誰が優先権をもつのか。フリッツか
マルタが終生保管し続けた「マルタ・アレクサンダー」の名刺の裏側。ステッキを
もっているのがフリッツ・アレクサンダー。KarlCorino 所蔵。早坂撮影。
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二七
ぼくか？
　
なぜぼくと言えるだろう！（
T
306 ）
二
　
マルタの生い立ち
「ムージルはいつも醜い妻をつれていた。 」とギーナ・カウスは第一次世界大戦後のウィーンのカフェ、ヘレンホーフの様子を記している
）（
（
。六歳年上で二人の子持ち、二度目の結婚も破綻に瀕していたマルタ・マルコヴァルディにど
うしてムージルが惹かれたのか、不思議といえば不思議である。伝記作家カール
･
コリーノによればムージルはボー
ドレールと同 に「なに 悲痛なもの、苦しそうなものを抱えている女性だけ」を愛した。 （
Bb
140 ） 「不幸の影のな
い美しさ」を想像することができなかった。 （
K
C
320 ）ムージル自身以下のように書きとめている。
……でもぼくは愛する女性すべてをマリーアと名付ける。なぜならマリーアはミリアム（
M
yrriam
）に由来し、
苦い女という意味だからだ。あるいはマルタ（
M
artha ） 、受苦の女と名付ける。ぼくはどこか苦く、苦しんでい
るところのある女しか愛せない 容貌としては鼻翼から口角にかけての一定の線
）（
（
。
無邪気で元気いっぱい、ピチピチしているだけの娘ではつまらなかったのだろう。その点マルタには苦さも、不幸
の影もたっぷりあった。芸術家（画家の卵）であり膨大 読書による教養もあった。
マルタ・ハイマン（一八七四─一九四九）の父、ベノ・ハイマンはマルタが生後九ヶ月のときに自殺した
）（
（
。兄のパ
二八
ウル・ベンヤミンはマルタが一八歳のとき、母フランツィスカはマルタ一九歳のときに死去した。たった一人の身内となった姉ヨハナはやがてマウトハウゼンのＫＺで一九四四年に死去することになる。両親と兄、姉から成るハイマン一家は一八七〇年ごろハ ブルク ベルリンに引越し、母フランツィスカの姉グートヒ デの夫であるユーリウス・アレクサ ダーの一家
が住むマタイ教会通り一番の家の三階に住んだ。ここでマルタが生まれた。
この家は爆撃により跡形もなくなったが、今のベルリン・フィルの建物（カラヤン・サーカス）から一〇メートル
ほど離れた一等地にあった。この家がムージルの小説「魅せられた家」や戯曲『熱狂家たち』の舞台のモデルである
）（
（
。たとえば『熱狂家たち』の舞台の壁や天井に、青空と白い雲が描かれている、とあるが、じっさいにフリッツ・
アレクサンダーがこの家の広間をそのように装飾したらしい。アレクサンダー家には長女のマルガレーテの下にエトムント、フリッツ、カール、ヨハンの四兄弟が居り、それぞれマルタと微妙な接触があったらしい。とりわけやや粗暴と言われるエトムントは「ヴェローニカ」 デメーター モデルとされる。次男のフリッツはギムナージウムを六年で卒業した、一家の「神童」だった。家族 反対を押し切って画家 なる道を選んだ。ただし眼病があり、悪化したり寛解したりするという悩みがあった。
マルタが生まれてから二〇台半ばま
で住んだマタイ教会通り一番の家
（
”
DasverzauberteHaus“ より）
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三〇
マルタは高等女学校（
die höhere Töchterschule ）
）（
（
に通った
が、卒業後、職業教育は受けなかった。 （
K
C
331 ）一八九五
年にフリッツ・アレクサンダーとマルタは従兄妹同士の結婚をした。マルタは二〇歳だった。フリッツの姉グレーテ・マウトナーはマルタの「他人への配慮や内心の責務にとらわれずに人生の権利を要求しようとする、厄介な性格」を指摘している。 （
K
C
332 ）
）（
（
新婚の二人はミュンヒェンのフリッツの
アトリエに行ったが、そこでフリッツの眼病が悪化し、タはかいが しく看病している。おそらく同年 九月に二人はヴェネツィアに行き、そこでチフスに感染したフリッツが本稿始めに記したよう 、二五歳にして ィレン ェで亡くなった。
その後のマルタの様子を義姉のグレーテ・マウトナーは次
のように描写している。
彼女の悲しみはとっても頑固で（…）憂愁のなかへその悲しみが溶けてゆくことはありませんでした。彼女の反
マルタの未完の自画像。
1900年ごろローマにて製作（Bb295）
フリッツ・アレクサンダーの自画像。
1893/94（Bb 131）
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
三一
抗心はまがまがしい炎となって燃え上がり、いまや人間的な迷走という新たな道を歩み始めました。 （
K
C
339 ）
ふたたびマタイ教会通り一番の家にマルタが戻ると、義弟（といっても一歳年上）のハンス（
Bb
133 ）が、ユダヤ
人の慣例に従いマルタを兄の「遺産」とみなして結婚を考え始めた。マルタもある程度同調したが、モンテカルロでハンス 賭博熱を目の辺りにして嫌気が差し、沙汰止みとなった。ま パウ ・カッシーラー（
Bb
133 ）とも一時懇
ろになったが、彼 も嫌悪感を抱いた。一八九六年に四ヶ月ほど、ミュンヒェンでフーゴ・フォン・ハーバーマ に絵画を習った。一八九七年の秋にローマ 舞踏会で知り合った美丈夫 エンリーコ・マルコヴァルディ
Bb
157 ）と
翌年結婚した。婚礼 ときすでに タは妊娠一ヶ月で、翌九九年に長男ガエターノが生まれた。ちなみにマルコ
ローマ、カヴール通り144-146のマルタ名
義だったビル。店舗を含めて50室以上あ
る。早坂撮影。
ヴァルディは本稿冒頭のハーガウアーのモデルの一人であり、マルタの結婚の経緯は『特性のない男』に次のように描写されている。
アガーテは（…）やがてあらたに無分別な決心をすることになった。つまり罪を犯したときと正反対のやり方で自分を罰したいという決心であり、かすかに嫌悪感を覚える男と人生を分かち合う をみずからに言い渡したのである。 （
M
 758 ）
マルコヴァルディは、ベルリンの富裕なユダヤ人銀行家の娘（ないし姪）
三二
を娶って左うちわでのんびり暮すつもりだったらしいが、所有する石灰坑の落盤事故で死亡した三人の労働者の補償ほか不運と、生来の杜撰な経営手腕のために破産寸前となり 身の危険を感じたマルタが別居と離婚の手続きに入ることになる。一九〇七年にローマの王立地方裁判所がマルコヴァルディ夫妻の別居を認める 、その前年 一九〇六年にマルタはグラールでローベルト・ムージルと知 合 ていた。
三
　
レギーネ
戯曲『熱狂家たち』には、以下のような件がある。
アンゼルム（…）そう、ぼくには分かる。それ以来レギーネには、この生において犯すあらゆる不実が、別の生
にたいする誠実と感じられたことが。どんな外的な下降も、内的な上昇と感じられたことが。レギーネは穢れで身を飾った、ほかの女たちが彩り豊かに身を飾るように。 （…） （
P
355 ）
あらゆる不実が、別の生にたいする誠実となる、という感覚にもとづいてレギーネがいわば乱婚状態に入った、の
かどうか。戯曲『熱狂家たち』には、まったく逆の根拠づけも書かれ いる。
マリーア
　（…）亡くなるすこし前にあのひと［ヨハネス、レギーネの死んだ夫］は、なにが起ころうと、ぼく
マルタの愛

三三
はレギーネのすべてを赦すと伝えてください、とわたしに頼みました。 （
P
383 ）
つまりレギーネはヨハネスから、いわば白紙委任状を獲得していた。同様にモデルのマルタも、ヨハネスのモデ
ル、フリッツ・アレクサンダーから新婚のころに白紙委任状をもらっていた。 「あの人はわたしの本性を悟って、あるとき言いました。おまえが何をしようと、いつでも再びおまえ 受け入れる。ひょっとすると殴るかもしれないけれど、 。それからわたしに、誰が病気に罹っていて、誰がそうでないかを教えてくれました。 」 （
M
M
B
244 ）した
がって、マルタはあらかじめフリッツの死後の性的放縦の許可を得ていたことになる。それが亡夫への貞節の裏返
なのかどうか、その都度都合よく使い分けていたのかはよく分からない。
ともかくカール
･
コリーノの伝記には、マルタの男性遍歴
がかなり詳しく記載されている。まず先に挙げたパウル・カッシーラー。次にマルコヴァルディ夫人となっ あとの一九〇二年にマルタはモンタイオーネの歯科医に「ほとんど診察椅子の上で
─
妊娠させられた」とある。 （
K
C
345 ）これ
が不本意ながらの事故であったのかどうかは不明である。にしろマルタは裸身 マルタが机に凭れ かっている大きな肖像画に「友マーリオ・ロサティへ、愛をこめて」と献辞を
マルタが歯科医ロサティに贈った裸体の自画
像。ムージル文学館蔵。（Bb229）
三四
書きこんで歯科医に贈っているのだから。
この「事件」によって生まれたのがアンニーナ（一九〇三─一九五七）であり、離婚後はマルコヴァルディが長男
ガエターノを、ムージル夫妻がアンニーナを引き取った
）（1
（
。
同じくマルコヴァルディ夫人の時期に、アレッサンドロ・ジョンゴ（
Bb
171 ）という郷土作家と懇ろになったらし
い。彼は「愛の完成」の冒頭付近に出てくる「
G」のモデルとされる。 （
K
C
346 ）マルタは一九〇三年、マタイ教会
通り一番の家で、ハンスの友人 技師のシュレーダ と知り合った。シュレーダーは戯曲『熱狂家たち』のなかで、私立探偵「シュターダー」となって現われる。
驚くべきは、これらマルタの過去の男性遍歴をムージルがすべて（かどうかは不明だが）聞き知っていることだ。
マルタの豊富な体験はムージル 作品の素材を提供した。そしてムージルは一九〇八年には友人グストゥルの妻アリース（
B
b
160 ）に、自分はかなりの気紛れだ、そうでしかありえないから、云々と手紙を書き送っている。 「ふた
りが草地に寝転びたく ったとき、何のためにそ まわりにすぐに家を建てるのだろうって思うのさ。 （…）結婚生活がほかの点で概して良いものであるとしても、柵で囲われたその小道のすこし脇
径みち
をぼくは探すのさ」 。 （
B
58 ）
ムージルにとって「不貞」は別のものだった。
ムージルはそれまでのどの男よりも高い要求をマルタに突きつけた。 「日刊新聞を手にとるのは、それだけでもう繊細な人間にとっては背信行為を意味するんだよ」と、ムージルはマルタに言った。 「なぜならその瞬間、恋人の魂が入っている本」 （たとえば『生徒テルレスの混乱』 ） 「を手にすることができないのだか 。そのような
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ときは、むしろ何も持たずに静かにしているように」 、それこそが「貞操の要求」である。なぜなら「気晴らしをも める」のは「不貞」だから、と。 （
K
C
356 ）
ところが実際の不貞に直面すると、この余裕のスタンスは変化した。四
　
クラウディーネ
一九〇八年頃、ベルリンでまたしても「事件」が起こった。マルタが前々からの花婿候補だったマルティーン・
コーンとムージルを裏切ったのだ。 『ベルリン日報』などを発行するモッセ出版の総代理人で月給五万マルクのコーンは、マルタがフリッツ・アレクサンダーと婚約する前に、一時婚約者だった男だ。 （
Bb
132 ）
マルタは「縁を切る」ために彼のところへ赴いた。そうなったのも、彼女とぼく のあいだの緊張が高まったからであったが、そのとき唐突に、かつての場所でぼくを裏切りたいと彼女は思った。事は起きた。するとそのときか 彼女は、ぼくと 関係の崇高さをまさしく熱狂的に擁護するようになった。後悔からではなく、それ 正しいからであった。彼女の言うことを信じ〈なくてはならない〉 。彼女がぼくをまっ く純粋に愛 ことを。彼女は無理にもそれをぼくに信じさせようとする。 （
TII957 ）
三六
二人が正式に結婚するのは一九一一年だから、法的には不貞行為には当たらなかった。だがこれはムージルにとっ
て、マルタが閑つぶしに新聞を手に取る以上の背信行為だったにちがいない。事件の前に二人の間でどのように「緊張が高まって」いたのかは分からない。ムージルが「その小道のすこし脇の径
みち
をぼくは探す」と言っていたためかど
うかも不明である。とにかくマルタは正直 告白し、それから開き直った。ムージルは「こ 上なく愛しているがゆえに不貞を犯す」という禅問答のようなテーマを与えられた。もともと人並以上に嫉妬深いムージルの怒りはすさまじかったと想像されるけれども、こ テーマ 「物語ることに対する嫌悪」 （
P
1315 ）に悩んでいたムージルに、ま
さにうってつけだった。オリヴァー・プフォ ルマンによれば、ジークムント・フロイト自身、ヒステリー患者たちの症例記述が「短編小説のように読める」 とに驚いていた プフォールマンが「ポスト・フロイト派」と呼ぶムージルは、新たに現れ 文学のライヴァ 、心理学が「確実堅固に人生を解き明かす」 （
P
1323 ）そんなご時世に文学
が生存権を失い くなければ、従来のやり方に どまっては け 、と考えた。これからの文学 おいては「傑出
0
した概念化能力をもつ
00000
人間が、現実世界の描写を道具として使って、感情が認識させるものや、思考を震撼させるも
のにそっと近づくことになるでしょ 。こ 手のものは、一般的な形や概念では捉 ず、個々の事例が放つ煌
きら
め
きのなかでのみ（…）捉えられ のですから」 （
P
997 ）
）（（
（
このような意図のもとに書かれた作品に、心理カウンセラーが謎解きをするような態度でアプローチしても、倒錯
にしかならないだろう。肝要な は個々の局面で言語によって手探りされる、震撼であり煌めきなのだから。本稿は作品解釈の場では いけれども、そ よう 震撼、煌めきが感じられ 箇所を引用 た 。
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
三七
そのとき、愛する人のために操を守りたいと、小心翼々としがみつく願いのまっただ中から、せつなくさしのべられた両手がゆっくりと萎える つれて、ひとつの思いが浮かんだ。 《わたしたちは、お互いを知りあうその前から、お互いに不実だった……》と。そ はまだ形をなしていない、かすかにほの光る思い、ほとんどちょっとした感触だっ 。それは妙に快い苦さ、ちょうど海から起こる風のなかにときおり潮の香 そこはかとなく漂う、そんな苦さだった。いや、それは《わたしたちは お互いを知りあうその前 ら、お互 を愛しあってた》という思いとほとんどかわりがなかった。クラウディーネの内で突然、彼女の愛のはてしない伸張力（
Span-
nung ）が、現に在る結びつき（
das G
egenw
ärtige ）を超えて、はるばると非・貞節（
U
ntreue ）の中へ伸びてゆく
かのように。そこから つて愛が、あたかも愛が永遠にお互いの間にとどまるそれ以前 かたち ら、二人のもとへやってき そのところへ。 （
P
174 ）
これまでマルタの愛、そしてムージルの作品中のアガーテやレギーネを見てきた読者には、お互いに不実で、お互
いに愛しあっていた、という矛盾する表現に、それほど違和感を覚えることがなくなっているかもしれない。
ずっしり実の詰まった短編集『合一』にムージルは二年間、悪戦苦闘した。プフォールマンに言わせれば、この
ムージルの必死の取り組みも 強烈な嫉妬のエネルギー転換だった
）（（
（
。
三八
五
　
イーダ・ローラント
一九一三年夏、今度は反対側の「事件」が起こった。ムージルがユダヤ人の大女優イーダ・ローラント（一八八一
─一九五一）と浮気したらしいのだ。 『熱狂家たち』のレギーネ役を捜して、ムージルは演劇関係者とコンタクトをもっていた。 『日記』にも、カムフラージュされてはいるが、それを推定させる記述が残っている。
ぼくはこんなイメージを持った。彼女は興奮し、突然、興奮していることにうんざりして、まったくそっけなく男の下を滑りぬけていく、そんなに頑張らないでよ、とか、そんなことを言って。また別のイメージ。彼女のヴァギナは彼女にとっ 、時たま自分のなかに性急にいろんな刺激をたらふく流しこむ
漏じょう
斗ご
のようだ。彼女自
身にとっては、それ以上のものではない。 （…）／それにもか わらず。ぼくは今朝、窓越しに下着姿の娘を見た。ぼくに気づくと娘 隠れた。ぼ 、それがいつものような歓びではなかったことにはっと た。ぼくは声を出して笑いながら、心のなかのどこか遠いところ 何 次 こ を発見し 。 「おまえは月並みなやつだな、俺なんか悲劇女優たちと付き合 るんだぜ」 。そう言ったのは全然ぼくでは かった。しかしぼくのどこかに、あの滑稽なしたり顔があった
）（（
（
。 （…） （
T
269 ）
マルタは烈火のごとく怒ったらしい。怒る資格があるかどうか疑問なしとしないが、コリーノは「彼女は真剣に彼
ひとりと決めていたからだ」と説明している。 （
K
C
441 ）筆者はむしろサルトルの説を採用したい。 『シチュアシオ
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
三九
ン』で彼は、 「
他ひ
人と
がしたら悪いことでも、自分がするときには
良いことになる」と看破している。
中央並木通りの散歩。落ちこんだ様子のマルタは聞きたくもない非難をする。ぼくはぞっとする。あなたは私を捨てるのね。そしたら私には誰もいなくなる。私は自殺します。あなたから去ります。弱さに打ちひしがれた の一瞬、マルタはもともとの活力から沈みこんで、嫉妬に狂った女、ない見捨てられた女のレベルにある。も ろんこ はぼくたち二人のあいだでは、これと った意味 ない。でもぼくは、いわばこ 留保をキャンセルして、このときばかり 失望させられたかのような印象に身を委ねる。それからの すれ違いのやりとりは以下の通り。 う我慢できない、等々 切羽つまった ──ええそうよ、わたしは没モラルだけどあなたはただ不道徳なだけ 。 れってこ 世の中では何 ブルジョワ的なものだわ。あなた 不道徳 幻惑さたけれども、その不道徳がそもそもブルジョワ的だった
リヒャルト・クーデンホーフ・カレル
ギー。マルタのスケッチ。Karl Corino
所蔵。早坂撮影。
イーダ・ローラント。1915年にクーデン
ホ ー フ ・ カ レ ル ギ ー と 同 居 す る 。
（Bb 186）
四〇
よ。哀願と非難に耳を傾けながら、このような思考がぐいぐいと明らかになってゆくのは、実に刺激的だ。 （ぼく自身はそうしながら、これはゲームにすぎないと分かって た。 ） （
T
296f. ）
マルタにとってこれはゲームではなかったようだ。ムージルの死後、ノート七からこの部分を切り取って、自分の
コートに縫いこんだ
）（（
（
。
リヒャルト・クーデンホーフ・カレルギー（一八九四─一九七二）は一九歳にして、一三歳年上 女優イーダ・
ローラントと駆け落ち同然で共に暮らし始めた（正式な結婚は二四歳） 。ムージル夫妻は、ハイリゲンツロイツァー・ホーフにある二人の住居を頻繁に訪れ とい
う
）（（
（
。 （
B
b
186 ）汎ヨーロッパを唱え、ユダヤ人を妻とした彼
は、やがて「ドイツ・ファースト」を唱えるヒトラーから迫害される運命にあった。
六
　
そ
　
の
　
後
どうやらその後「事件」は起こらなかったようだ。コリ ノ 第一次世界大戦中のパライで がマッダレ
ナ・レンツィと関係をもったらしいと推測しているが、これは根拠が薄弱であるとして、ヴァルター・ファンタが疑義を呈している。マルタはお嬢さん育ちで、つねに料理女 洗濯女、子守などに頼 生活に慣れていたため、亡命時代でも三食付のペンションでないと暮 せないなど、融通の利かない面はあった。 はいえムージルの才能を信じ、ムージルの死後も『特性のない男』第三巻を自費出版するなど、後半生 ムージルの文学に賭けた。ミューズとする
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
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説も可能だが、もっと密接な共生、ほとんどほかに例のないような一体化を達成した。多情で強情でわがままな女のエネルギーが、ムージル文学の熟成へと「転化」したように思われる。
略号一覧
（
M
）　
M
usil, R
obert: G
esam
m
elte W
erke 1. D
er M
ann ohne Eigenschaften. N
eu durchgesehene und verbesserte A
usgabe. R
einbek bei
H
am
burg( Row
ohlt) 1978.
（
P ）　
M
usil, Robert: G
esam
m
elte W
erke 2. Prosa und Stücke. K
leine Prosa, A
phorism
en, A
utobiographisches. Essays und Reden. K
ritik.
Reinbek bei H
am
burg( Row
ohlt) 1978.
（
T
）　（
T
 II ） M
usil, Robert: Tagebücher. H
rsg. von A
dolf Frisé. Reinbek bei H
am
burg( Row
ohlt) 1983[ Band I und II].
（
B
）　
M
usil, Robert: Briefe 1901- 1942. M
it Briefen von M
artha M
usil, A
lfred D
öblin, Efraim
 Frisch, H
ugo von H
ofm
annsthal, Robert
Lejeune, Thom
as M
ann, D
orothy N
orm
an, Viktor Zuckerkandl und anderen. H
rsg. von A
dolf Frisé. U
nter M
ithilfe von M
urray G
.
H
all. Reinbek bei H
am
burg( Row
ohlt) 1981[ Band I].
（
Bb ）　
Corino, K
arl: Robert M
usil. Leben und W
erk in Bildern und Texten. Reinbek 1988.
（
K
C
）　
Corino, K
arl: Robert M
usil eine Biographie. Reinbek bei H
am
burg( Row
ohlt) 2003.
（
M
M
B
）　
M
usil, M
artha: Briefw
echsel m
it A
rm
in K
esser und Phillip Jaccottet. H
rsg. von M
arie Louise Roth in Zusam
m
enarbeit m
it A
n-
nette D
aigger und M
artine von W
alter. Bern, Berlin, Frankfurt am
 M
ain, N
ew
 York, Paris, W
ien 1997, Band I.
（
1）　
関口存男『接続法の詳細』第五版（一九六九年、三修社）一二七頁参照。関口は非現実話法という言葉を使わずに、間接
話法の章で
w
ie w
enn
を扱っている。
als ob
のあとには接続法二式も一式も、直説法も来るからだ。ここで関口は面白いこと
を言っている。英、仏、伊では
as if, com
m
e si, com
e se
と支配的な形があるのに較べて、ドイツ語では
als ob, als w
enn, w
ie
w
enn, w
ie als ob, gleich w
ie w
enn
など多くの
N
ebenbuhler が跋扈している。これは「ドイツ語なるものがそれらの國語に比し
て遙かに未完成にして遙かに流動的であり、謂はば死火山に對する
活火山
000
、月界に對する地球、固形體に對する
半流動體
0000
で
あるということを證する事實です。 」 （同書一二五頁、傍点筆者）これは文法学者の見解だからそのまま転用はできないけれども、活火山的、半流動体的、という形容 ムージルの文学を特徴づけるキーワードでもある。なお関口は『特性のない男』からかなりの部分 、文例に用 ている。訳文 解説も的確であると思われる。
四二
（
2）　
これは基本的に、単に認めたくない現実を認めない、という枠組みの感覚ではない。可能なものとは「神のまだ目覚めぬ
意図をも含むものだ。 」 （
M
16 ）なおいえば、そこには「きわめて神的なあるもの、一つの炎、一つの飛翔、現実を怖れるの
ではなくむしろ課題として、仮構としてとりあつかう一つの建築意志と意識的なユートピアニズムをふくんでいる。 」 （
M
16 ）
（
3）　
一九四五年マルタがアルミーン・ケサに宛てて書いた手紙の一部。
（
4）　
G
ina K
aus: U
nd w
as für ein Leben... m
it Liebe und Literatur, Theater und Film
. H
am
burg 1979, S. 46. （
K
C
1657 ）
（
5）　
M
anuskript« A
 72», K
atalog- N
r. IV
/ 3, 107. （
Bb
492 ）
（
6）　
K
C
319ff. マルタの生い立ちについては邦訳『ムージル
　
伝記
1』 （法政大学出版局二〇〇九年）の第一二章「結婚した
妹」を参照されたい。
（
7）　
フリッツ・アレクサンダーの姉マルガレーテ・マウトナー（
M
argarete M
authner 1863- 1947 ）が
D
as verzauberte H
aus. （
Tran-
sit, Berlin, 2004. ）で回顧している。なおマルガレーテ（グレーテ）はゴッホの手紙を独訳している。
（
8）　
第五学年から第一〇学年までの教育を行う、のちの女子ギムナージウムの前身。
A
bitur
は取得できなかったと推測され
る。たとえばウィーン大学中庭のアルカーデンホーフには最近まで一五四名を顕彰する胸像と無数の記念銘板があって、うち女性は一名だけ（
M
arie von Ebner Eschenbach ）だった。二〇一六年に同大開学六五〇年を記念して一気に一〇名の女性が
追加された。女性が大学教育を受けられるようになって、まだ一〇〇年そこそこであり、その権利のため 闘いは始まったばかりである
（
9）　
コリーノの原書には（
M
M
R
）という略号で出典が表示されている。
M
argarete M
authner, Rückblick. 1917. （二巻のタイプ原
稿）はおそらくコリーノの個人蔵であるので、現物 確認できない筆者 コリーノの頁数のみを記 。次の引用についても同様。
（
10）　
私見ながらマルタとムージルの関係が長続きしたのは、二人の子供のう ア ニーナだけを引き取ったのが幸いしたので
はないかと思われる。マルタと同じくショパ より六歳年上のジョルジュ・サンドは、息子モーリスと娘ソランジュ 二人とも引き取った。やがてトラブルのたびにモーリスはサンドに、ソランジュはショパンに接近した。とりわけＤＶ男らしいクレザンジュとソランジュの結婚に際して、 とサンド 関係に罅が入ったのが、離間の原因の一つだったらしい。なおペール・ラシェーズ墓地 ショパンの墓はそのクレザンジュ 作である。
（
11）　
Pfohlm
ann, O
liver: Robert M
usil, Row
ohlt Taschenbuch Verlag, 2012. S. 58ff. 訳文は高橋完治氏による。ムージルは一〇数年後
にこう記してもいる。 「わたしは作家として何年ものあいだ、おまえの描く人物は異常だと言われ続けるほかなかった。それというのも、道徳上のエネルギー変換法則をわが登場 物たちの道徳律としたから ある。 」 （
P
1401 ）
（
12）　
Pfohlm
ann, O
liver: Von der A
breaktion zur Energieverw
andlung. M
usils A
useinandersetzung m
it den« Studien über H
ysterie» in den
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« Vereinigungen». In: Peter- A
ndré A
lt/ Thom
as A
nz( H
g.): Sigm
und Freud und das W
issen der Literatur. Berlin 2008, S. 169- 192 を
参照。
（
13）　
自分自身のなかに、こういう下卑たところがあることをムージルは率直に認める。これがムージルの建設的イロニー（
kon-
struktive Ironie ）であると考えられる。
（
14）　
カール・ディンクラーゲはガエターノ・マルコヴァルディの死後、マ タのコートをクラーゲンフルトのムージル文書館
に移管した。職員のブラハ夫人らが手入れの際に、裏地に縫いこまれたこのメモを発見した。
（
15）　
ちなみにコリーノのもとにはマルタのスケッチとして、リヒャルト・シュトラウス、ヘルマン・バール、マックス・ライ
ンハルトの肖像（新聞のイラストに使われたとみられる）などがある。カレルギー伯爵邸を訪問した際に、これらの著名人たちと知り合ったと推測される。
